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　連合岩手は「給付型奨学金」や「無利子奨学金」
の導入・拡充の取り組みを進めています。
　下がり続ける保護者の賃金収入と上がり続ける学
費により多くの学生が奨学金を利用せざるを得ない
状況が続いています。
　他方では、卒業しても非正規で働かざるをえない
ケースが増えており、奨学金が「返済できない」あ
るいは「返済によって生活困窮に陥る」状況も出て
います。
　連合岩手は「貧困の連鎖」を断ち切るために、
県内のすべての自治体への要請行動を実施してい
ますが、２月２９日（月）には、達増知事と県議会
の田村議長に要請書を提出し、奨学金制度の充実・
改善を要望しました。
　今後、各地協でも市町村への要請行動を展開し
ます。

　連合岩手は、各構成組織や地協あるいは高齢者・
退職者連合会から集約した「２０１６政策・制度要
求と提言」を岩手県に提出していましたが、岩手県
からの回答を受けて、２月９日（火）と１５日（月）の
２日間にわたり、岩手県の関係課と意見交換会を行
いました。
　意見交換会には、連合岩手から齋藤副会長（政
策局長）、八幡事務局長をはじめ政策局委員と岩
手県高齢者・退職者連合会の高橋会長などが出席
し、課題別に県の担当者と意見交換しました。
　特にも、「東日本大震災津波からの復興・再生」
や「雇用・労働対策」、「人口減少対策」、「奨学
金制度をはじめとする教育政策」、「保健・福祉・
医療・介護・社会保障政策」など重要な課題が多く、
時間が足りない中でしたが、岩手県の関係課や担
当者の真摯な対応も含め、意義のある意見交換が
できました。
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　連合岩手は盛岡中央地協とともに３月４日（金）
岩手県公会堂で「２０１６春季生活闘争勝利　３．
４岩手県中央総決起集会」を開催、約５００名が
参加し「２０１６春季生活闘争」の勝利に向けて
たたかう意思統一をしました。
　「総決起集会」の冒頭、東日本大震災津波から５
年を迎えることから犠牲者の冥福を祈って黙祷を
行いました。続いてあいさつに立った豊巻会長は

「『クラシノソコアゲ応援団』として春季生活闘争
と参院選闘争に一人ひとりの力を結集しよう」と
訴えました。
　引き続き、八幡事務局長が春季生活闘争をめぐ
る情勢や闘争課題の共有化のため情勢報告を行い

ました。
　第２部は、連合本部労働法制対策局・古賀友晴
氏から「改正労働者派遣法」に関する連合の取り
組みについて講演をいただき、２０１５年改正の
ポイントを解説していただきました。
　続いて盛岡中央地協の小向事務局次長が集会宣
言（案）を提起、満場の拍手で確認しました。　
　当日は路面の凍結のためデモ行進は中止しまし
たが、会場内でシュプレヒコールを行い、最後に
豊巻会長の団結ガンバロウで集会を閉じました。
　２０１６春季生活闘争から参院選闘争まで重要
なたたかいが続きます。連合岩手の総力を結集し、
最後の最後までともに闘おう。

連合岩手「2016春季生活闘争勝利　３．４岩手県中央総決起集会」を開催

八幡事務局長が情勢報告

連合本部・古賀氏が講演豊巻会長の団結ガンバロウ
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「2016春季生活闘争方針」「2016具体的な運動方針」を確認

野中委員（自治労）は、確定闘争の状況、参院
選闘争の推進などを発言 議長団は安江委員（UAゼンセン・左）、と吉田委員（高教組・右）がつとめる。

石崎委員（JR総連）は、春季生活闘争、安保関
連法廃止と参院選闘争などを発言

柴田委員（JP労組）は、震災を風化させない運
動、春季生活闘争の推進など発言

「連合岩手第40回地方委員会」で闘う意思統一

　地方委員会の冒頭、議長に安江
木綿子委員（UA ゼンセン）と吉
田由紀子委員（高教組）を選出し、
野村勉特別執行委員を委員会書記
長に任命するとともに、各種委員
を任命しました。　
　引き続き、豊巻会長があいさつ、

「２０１６春季生活闘争・夏の参議
院議員選挙闘争に『クラシノソコ
アゲ応援団』として力を結集しよ
う」と、一人ひとりが主役となり
一人ひとりの声を結集した闘争の
展開を呼びかけました。
　また、来賓として出席していた
だいた連合本部・宇田川組織拡大・
対策局長、岩手労福協の砂金副会
長（労金岩手県本部長）からあい
さつをいただきました。
　報告・議事では「一般活動報告」

「2016 春季生活闘争方針（案）」「2016
具体的運動方針（案）」「第 24 回参
議院議員選挙闘争方針（その１案）」
を報告・提案しました。

　質疑・意見等では、報告・方針
を補強する立場で野中靖志委員（自
治労）と石崎武則委員（JR 総連）、
柴田圭裕委員（JP 労組）から春季
生活闘争や震災復興、参院選闘争
などに関わってそれぞれ発言があ
りました。
　八幡事務局長から答弁として各
委員からの意見をふまえた運動を
推進する決意を表明し、報告・議
事はすべて賛成多数で承認・可決
されました。最後に、中川青年委
員長の提案によるアピール（案）
を採択し、地方委員会を閉じまし
た。
　地方委員会終了後、引き続き

「２０１６春季生活闘争『闘争開始
宣言集会』」を開催、八幡事務局長
から情勢報告を受け、豊巻会長の
団結ガンバロウで「底上げ・底支え」

「格差是正」をめざすたたかいを連
合岩手の総力をあげて闘うことを
意思統一しました。

連合岩手は、２０１６年２月１１日（木）に第４０回地方委員会を開催。「デフレからの脱却」「経済の好循環の実現」
のため「底上げ・底支え」「格差是正」めざす「２０１６春季生活闘争方針」と先の定期大会で確認した運動方針を具
体化する「２０１６具体的な運動方針」を決定し、働く者・生活者の希望と安心を取り戻すために全力で闘うことを確認
しました。

2016年 3月16日
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第40回地方委員会 会長あいさつ

連合岩手
　会 長　豊　巻　浩　也

「クラシノソコアゲ」に
結集を

　連合岩手第４０回地方委員会に構成組織、地域協議会より
参加された皆さんに感謝申し上げ、連合岩手前進にむけた討論
をお願いいたします。
　東日本大震災被災から５年が経過しました。今なお、仮設住
宅で暮らす人が岩手県内で約２２，０００人。連合岩手は、被
災者の生活再建と産業の再生と雇用の創出に向け、引き続き取
り組んでいきます。
　２０１６年旗開きから１か月あまり。構成組織・地域協議会で
も旗開きなどが開催され、組織の結束が図られています。私は、
この間、「クラシノソコアゲ」を今年の流行語大賞にしようと呼
びかけてきました。
　「クラシノソコアゲ」を呼びかける第一の理由は、「暮らしが
苦しくなっている」ということです。労働者の平均年収は、２０
年間で５０万円の減額。生活保護受給者が過去最高を記録し
約２１７万人。年収２００万円以下の労働者は、１２００万人に
も上る状況です。厚生労働省の国民生活基礎調査によると「生
活が大変苦しい」と感じる人が ２９．７％、「生活がやや苦しい」
と感じる人が３２．７％、あわせて６２．４％と増加しています。
　「クラシノソコアゲ」を呼びかける第二の理由は、「仕事がきち
んと報われていない」ということです。のびない賃金、長時間
労働、職場でのハラスメントなど働くことが「ねぎらわれていな
い」「認められない」多くの実態があります。雇用の不安定な非

正規労働者は全体の３８％、４割もの労働者が行っている仕事
が周辺的業務ばかりであるわけがありません。以前なら正規雇
用労働者が行っていた基幹的業務の多くを非正規雇用労働者
が担っています。そして、賃金・労働条件の面では依然として
大きな格差があります。働きがいのある仕事＝ディーセントワー
クを取り戻す必要があります。
　「クラシノソコアゲ」を呼びかける第三の理由は、「老後や子
育ての不安」があることです。減らされる年金への不安、介護
職員の処遇が悪化していることや教育にお金がかかることへの
不安です。生活不安は、社会の底冷えとして蔓延しています。
子ども・子育て支援の充実や社会保障制度の拡充を連合は求
めています。
　「クラシノソコアゲ」を呼びかける第四の理由は、政治への
不安です。一強他弱のもとで、立憲主義や民主主義を軽視し、
働く人たちや生活者に向き合わない「上から目線の政治」を進
める安部内閣。健全で緊張感のある民主主義のために、働く人・
生活者の声を届けるために野党連携は重要です。第２４回参議
院選挙において、組織内候補の必勝に向けて奮闘しましょう。
　「クラシノソコアゲ」は、２０１６春期生活闘争・夏の参議院
議員選挙闘争で力を結集します。一人ひとりが主役です。一人
ひとりの声を集めて、大きな力となります。「働くことを軸とする
安心社会」にむけた討論を期待して、あいさつとします。
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県内のすべての自治体への要請行動を実施してい
ますが、２月２９日（月）には、達増知事と県議会
の田村議長に要請書を提出し、奨学金制度の充実・
改善を要望しました。
　今後、各地協でも市町村への要請行動を展開し
ます。

　連合岩手は、各構成組織や地協あるいは高齢者・
退職者連合会から集約した「２０１６政策・制度要
求と提言」を岩手県に提出していましたが、岩手県
からの回答を受けて、２月９日（火）と１５日（月）の
２日間にわたり、岩手県の関係課と意見交換会を行
いました。
　意見交換会には、連合岩手から齋藤副会長（政
策局長）、八幡事務局長をはじめ政策局委員と岩
手県高齢者・退職者連合会の高橋会長などが出席
し、課題別に県の担当者と意見交換しました。
　特にも、「東日本大震災津波からの復興・再生」
や「雇用・労働対策」、「人口減少対策」、「奨学
金制度をはじめとする教育政策」、「保健・福祉・
医療・介護・社会保障政策」など重要な課題が多く、
時間が足りない中でしたが、岩手県の関係課や担
当者の真摯な対応も含め、意義のある意見交換が
できました。

連合岩手のとりくみ

奨学金制度の充実・改善
知事と県議会議長に要請

この印刷物に使用している用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

　達増知事に要請書を手渡す豊巻会長（右）

「2016政策・制度要求と提言」
岩手県と意見交換会を実施
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　連合岩手は盛岡中央地協とともに３月４日（金）
岩手県公会堂で「２０１６春季生活闘争勝利　３．
４岩手県中央総決起集会」を開催、約５００名が
参加し「２０１６春季生活闘争」の勝利に向けて
たたかう意思統一をしました。
　「総決起集会」の冒頭、東日本大震災津波から５
年を迎えることから犠牲者の冥福を祈って黙祷を
行いました。続いてあいさつに立った豊巻会長は

「『クラシノソコアゲ応援団』として春季生活闘争
と参院選闘争に一人ひとりの力を結集しよう」と
訴えました。
　引き続き、八幡事務局長が春季生活闘争をめぐ
る情勢や闘争課題の共有化のため情勢報告を行い

ました。
　第２部は、連合本部労働法制対策局・古賀友晴
氏から「改正労働者派遣法」に関する連合の取り
組みについて講演をいただき、２０１５年改正の
ポイントを解説していただきました。
　続いて盛岡中央地協の小向事務局次長が集会宣
言（案）を提起、満場の拍手で確認しました。　
　当日は路面の凍結のためデモ行進は中止しまし
たが、会場内でシュプレヒコールを行い、最後に
豊巻会長の団結ガンバロウで集会を閉じました。
　２０１６春季生活闘争から参院選闘争まで重要
なたたかいが続きます。連合岩手の総力を結集し、
最後の最後までともに闘おう。

連合岩手「2016春季生活闘争勝利　３．４岩手県中央総決起集会」を開催

八幡事務局長が情勢報告

連合本部・古賀氏が講演豊巻会長の団結ガンバロウ

「底上げ・底支え」「格差是正」で
経済の好循環実現をめざそう
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